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第

一

区�

（

本

荘

地

区 
57

名

）�

第

二

区�

（

仁

賀

保

地

区 

43

名

）�

第

三

区�

（

矢

島

地

区 

28

名

）�

第

四

区�

（

岩

城

地

区 

25

名

）�

岩

出

　

健

市

　

内

　

越�

小

松

　

秀

雄

　

上

　

野�

工

藤

　

　

昇

　

内

　

越�

篠

田

　

良

夫

　

内

黒

瀬�

原

田

　

専

一

　

内

黒

瀬�

本

荘

牧

野

組

合�

菅

原

　

修

一

　�

斎

藤

　

恒

男

　

山

　

内�

田

口

　

紘

一

　

赤

　

田�

猪

股

　

孝

裕

　

上

　

野�

小

松

冨

士

雄

　

上

　

野�

田

口

　

光

雄    

山

　

田�

阿

部

　

　

晃

　

葛

　

法�

伊

藤

　

義

治

　

福

　

山�

小

松

　

周

一

　

烏

　

川�

柴

山

　

　

正

　

赤

　

田�

鈴

木

　

利

市

　

万

願

寺�

成

田

　

正

一

　

大

中

ノ

沢�

渡

辺

　

　

薫

　

川

　

口�

高

橋

　

卓

次

　

川

　

口�

小

松

　

隆

三

　

　

館�

伊

藤

　

久

朗

　

赤

　

田�

五

十

嵐

文

夫

　

福

　

山�

井

島

　

友

一

　

滝

ノ

沢�

渋

谷

　

正

廣

　

　

館�

有

馬

　

賢

一

　

石

　

脇�
大

庭

　

　

悟

　

親

　

川�

斎

藤

　

清

志

　

浜

三

川�

菊

池

　

茂

夫

　

三

　

条�

鎌

田

三

代

治

　

南

ノ

股�

佐

藤

千

代

治

　

薬

師

堂�

大

滝

　

東

一

　

芦

　

川�

佐

々

木

清

彬

　

雪

車

町�

今

野

　

忠

志

　

福

　

山�

佐

々

木

康

次

　

金

　

山�

小

松

　

英

昌

　

鳥

田

目�

小

野

　

征

途

　

湯

　

沢�

小

松

　

勇

喜

　

北

ノ

股�

加

藤

　

一

喜

　

土

　

谷�

伊

藤

佐

多

男

　

雪

車

町�

岡

本

　

文

夫

　

二

十

六

木�

渡

会

　

　

清

　

船

　

岡�

菅

原

　

　

晃

　

大

　

沢�

太

田

　

　

茂

　

鮎

　

瀬�

畠

山

　

洋

三

　

鮎

　

瀬�

鈴

木

　

久

夫

　

万

願

寺�

鈴

木

　

利

夫

　

親

　

川�

加

藤

　

政

雪

　

松

ヶ

崎�

本

間

　

光

夫

　

川

　

口�

三

浦

　

悦

郎

　

川

　

口�

斎

藤

　

喜

良

　

土

　

谷�

伊

藤

　

　

誠

　

宮

　

沢�

井

島

　

民

雄

　

柳

　

生�

猪

股

兼

三

郎

　

砂

子

下�

渡

辺

　

一

志

　

川

　

口�
小

川

　

喜

久

　

薬

師

堂�

三

浦

　

　

保

　

藤

　

崎�

猪

股

　

　

敏

　

　

館�

���

高

崎

　

竜

保

　

小

砂

川�

阿

部

慶

一

郎

　

西

中

野

沢�

齋

藤

　

喜

也

　

長

　

岡�

大

場

　

　

聰

　

伊

勢

居

地�

佐

々

木

紀

夫

　

伊

勢

居

地�

菊

地

　

文

男

　

平

　

沢�

菊

地

　

文

彦

　

田

　

抓�

山

内

　

　

博

　

芹

　

田�

佐

々

木

　

公

　

　

畑�

阿

部

　

春

男

　

両

前

寺�

伊

藤

　

仁

一

　

院

　

内�

豊

島

　

美

文

　

院

　

内�

小

川

　

正

文

　

院

　

内�

斎

藤

　

好

且

　

平

　

沢�

石

塚

　

金

一

　

平

　

沢�

斎

藤

　

正

樹

　

横

　

岡�

鈴

木

　

敏

規

　

樋

目

野�

斎

藤

　

利

一

　

馬

　

場�

新

田

　

健

造

　

小

　

滝�

畠

山

　

　

孝

　

中

三

地�

佐

藤

　

重

則

　

小

　

国�

今

野

甚

治

郎

　

大

　

竹�

村

上

　

清

一

　

横

　

岡�

池

田

　

和

雄

　

馬

　

場�

佐

藤

　

幸

一

　

水

　

沢�

半

田

　

　

貢

　

小

　

国�

下

居

　

　

登

　

小

　

国�

佐

々

木

恵

悦

　

川

　

袋�

須

田

　

壽

夫

　

　

関�

須

藤

　

辰

義

　

大

砂

川�
佐

々

木

成

美

　

横

　

岡�

佐

藤

　

金

市

　

横

　

岡�

村

山

　

龍

雄

　

西

　

目�

藤

田

　

克

之

　

西

　

目�

斎

藤

　

芳

孝

　

大

飯

郷�

佐

藤

　

　

栄

　

　

畑�

田

仲

　

　

選

　

狐

　

森�

須

藤

　

滝

雄

　

大

須

郷�

三

浦

　

重

男

　

西

　

目�

村

上

　

啓

蔵

　

本

　

郷�

須

田

　

和

夫

　

寺

　

田�

佐

藤

　

次

彦

　

洗

　

釜�

斎

藤

　

重

明

　

小

　

滝�

���

柴

田

　

覚

実

　

元

　

町�

茂

木

　

忠

雄

　

坂

之

下�

土

田

長

一

郎

　

元

　

町�

木

村

　

三

男

　

元

　

町�

佐

藤

　

系

悦

　

荒

　

沢�

佐

藤

　

近

美

　

新

　

荘�

三

浦

　

　

晃

　

元

　

町�

村

上

　

一

雄

　

荒

　

沢�

今

野

　

文

雄

　

荒

　

沢�

佐

藤

　

勝

栄

　

田

中

町�

佐

藤

　

嘉

孝

　

立

　

石�

伊

豆

　

甚

一

　

立

　

石�

植

田

農

夫

一

　

城

　

内�

豊

島

　

昭

一

　

新

　

荘�

藤

田

　

嘉

樹

　

七

日

町�

茂

木

　

万

雄

　

坂

之

下�

矢

越

　

隆

弘

　

荒

　

沢�

佐

藤

　

洋

一

　

川

　

辺�

三

浦

専

一

郎

　

木

　

在�

三

浦

金

一

郎

　

木

　

在�

佐

藤

　

隆

一

　

城

　

内�

金

子

喜

久

志

　

川

　

辺�

佐

々

木

淑

子

　

川

　

辺�

大

場

　

重

夫

　

七

日

町�

佐

藤

　

憲

一

　

七

日

町�

三

浦

マ

サ

ヨ

　

川

　

辺�

土

田

　

専

英

　

元

　

町�

三

浦

　

富

雄

　

川

　

辺�

���

吉

尾

　

　

久

　

内

道

川�

堀

井

　

三

郎

　

勝

　

手�

田

口

　

勇

雄

　

二

　

古�

伊

藤

　

勇

一

　

滝

　

俣�

今

野

　

昌

次

　

勝

　

手�

矢

野

　

　

功

　

亀

田

大

町�

三

浦

　

篤

志

　

内

道

川�

那

須

　

繁

夫

　

亀

　

田�

柴

田

鉄

之

　

　

下

蛇

田�

堀

井

　

憲

二

　

二

　

古�

吉

尾

　

正

弘

　

滝

　

俣�

渡

部

　

重

修

　

滝

　

俣�

茜

屋

徳

悦

郎

　

赤

　

平�

今

野

小

右

衛

門

　

内

道

川�

阿

部

　

春

男

　

勝

　

手�

�

　

平

成

二

十

二

年

五

月

八

日

任

期

満

了

に

伴

う

本

組

合

総

代

選

挙

が�

執

行

さ

れ

ま

し

た

。

全

て

の

選

挙

区

で

総

代

候

補

者

が

定

数

を

超

え�

な

い

た

め

に

無

投

票

で

三

〇

〇

名

の

総

代

が

決

定

し

ま

し

た

。�

　

第

一

区

か

ら

第

八

区

ま

で

の

総

代

の

方

々

は

次

の

通

り

と

な

り

ま�

す

。

三

年

間

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

（

届

け

出

順

）�

３００名の総代決定Y３００名の総代決定Y

表

尾

崎

町�
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第

五

区�

（

由

利

地

区 

35

名

）�

第

六

区�

（

鳥

海

地

区 

28

名

）�

佐

藤

　

　

一

　

東

鮎

川�

猪

股

　

　

昭

　

川

　

西�

佐

々

木

昭

雄

　

森

　

子�

木

村

　

　

正

　

川

　

西�

三

浦

　

芳

博

　

大

水

口�

佐

藤

昇

一

郎

　

黒

　

沢�

佐

々

木

量

一

　

黒

　

沢�

大

場

　

誠

一

　

町

　

村�

木

内

　

武

利

　

東

鮎

川�

代

表

畑

中

仁

平

　

前

　

郷�

加

藤

　

幸

一

　

五

十

土�

小

浜

　

　

仁

　

前

　

郷�
熊

谷

　

栄

鐘

　

西

　

沢�

高

橋

　

　

豊

　

久

保

田�

豊

嶋

　

久

夫

　

前

　

郷�

熊

谷

　

　

武

　

西

　

沢�

熊

谷

　

金

雄

　

堰

　

口�

三

浦

　

繁

男

　

川

　

西�

加

藤

　

吉

金

　

蟹

　

沢�

伊

東

　

　

昇

　

森

　

子�

���

佐

藤

　

義

和

　

上

川

内�

佐

藤

　

精

子

　

上

川

内�

佐

藤

久

右

衞

門

　

栗

　

沢�

小

沼

七

兵

衛

　

上

笹

子�

大

友

喜

一

郎

　

下

笹

子�

原

田

　

　

勲

　

下

笹

子�

大

友

　

輝

夫

　

上

笹

子�

真

坂

勘

兵

衛

　

才

ノ

神�

佐

藤

　

栄

一

　

上

笹

子�

村

上

　

　

治

　

上

川

内�

真

坂

昇

一

朗

　

中

直

根�

三

森

宗

一

郎

　

伏

　

見�

村

上

　

寿

康

　

上

笹

子�

佐

藤

　

民

也

　

上

川

内�

菊

地

　

孝

雄

　

上

笹

子�

大

友

　

松

一

　

上

笹

子�

佐

藤

勇

喜

男

　

上

笹

子�

佐

藤

　

惣

一

　

上

笹

子�

佐

藤

　

久

平

　

下

川

内�

小

野

　

昭

八

　

百

　

宅�

真

坂

　

憲

一

　

中

直

根�

佐

藤

　

孝

正

　

下

川

内�

梶

原

　

　

直

　

上

直

根�

真

坂

　

隆

安

　

猿

　

倉�
真

坂

　

孝

衛

　

猿

　

倉�

榊

　

　

善

清

　

上

川

内�

佐

藤

　

陸

郎

　

上

川

内�

佐

藤

　

清

喜

　

下

直

根�

���

畠

山

　

安

蔵

　

黒

　

渕�

佐

藤

　

　

昇

　

黒

　

渕�

阿

部

　

重

助

　

法

　

内�

佐

々

木

正

男

　

　

宿�

渡

辺

　

幹

夫

　

田

　

代�

横

山

徳

五

郎

　

黒

　

渕�

木

島

　

俊

悦

　

法

　

内�

横

山

　

　

清

　

黒

　

渕�

佐

々

木

儀

悦

　

老

　

方�

佐

藤

　

　

守

　

老

　

方�

畑

山

　

清

一

　

　

宿

　�

工

藤

　

定

男

　

法

　

内�

佐

藤

　

　

勝

　

舘

　

合�

高

橋

　

隆

男

　

舘

　

合�

安

倍

　

秋

雄

　

舘

　

合�

工

藤

　

俊

雄

　

法

　

内�

大

庭

　

幸

夫

　

　

宿�

小

野

　

源

造

　

法

　

内�

佐

藤

　

十

内

　

田

　

代�

佐

藤

　

タ

キ

　

黒

　

渕�

小

番

　

正

裕

　

舘

　

合�

小

松

　

良

一

　

舘

　

合�

畑

山

作

三

郎

　

　

宿�

古

関

　

金

雄

　

舘

　

合�

小

松

　

　

進

　

舘

　

合�

阿

部

　

幸

男

　

杉

　

森�

遠

藤

　

信

一

　

法

　

内�

高

橋

　

慶

助

　

舘

　

合�

佐

藤

　

萬

一

　

　

蔵�
小

野

　

松

雄

　

　

蔵�

���

��

藤

田

　

幸

男

　

大

　

谷�

佐

藤

喜

美

雄

　

岩

谷

麓�

村

山

　

一

郎

　

及

　

位�

佐

々

木

金

七

郎

　

羽

　

広�

大

滝

　

　

亮

　

岩

谷

町�

佐

藤

勘

九

郎

　

新

　

沢�

佐

藤

　

　

宰

　

新

　

沢�

伊

藤

　

　

新

　

新

　

田�

斎

藤

　

幸

雄

　

松

　

本�

斎

藤

　

光

一

　

中

　

帳�

大

友

　

藤

夫

　

中

　

帳�

鈴

木

　

豊

蔵

　

大

倉

沢�

伊

藤

　

龍

一

　

小

栗

山�

佐

々

木

利

夫

　

中

田

代�

鈴

木

　

　

久

　

大

内

三

川�

東

海

林

順

一

　

　

滝�

佐

々

木

幸

夫

　

加

賀

沢�

伊

藤

　

　

健

　

長

　

坂�

阿

部

　

　

明

　

小

栗

山�

斎

藤

喜

美

生

　

松

　

本�

松

永

　

光

一

　

岩

野

目

沢�

菊

地

重

一

郎

　

岩

野

目

沢�

山

本

　

　

昇

　

及

　

位�

伊

藤

　

景

朗

　

岩

谷

町�

佐

々

木

金

之

助

　

中

　

俣�

伊

藤

　

喜

一

　

大

内

三

川�

大

友

　

仁

志

　

高

　

尾�

高

野

　

陽

一

　

中

田

代�

小

松

　

　

弘

　

小

栗

山�

佐

藤

　

隆

徳

　

徳

　

沢�

佐

々

木

幸

一

郎

　

小

栗

山�

遠

藤

　

忠

男

　

羽

　

広�

佐

々

木

慶

嗣

　

中

田

代�

加

藤

　

三

郎

　

中

　

俣�

工

藤

　

慶

一

　

岩

谷

町�

佐

々

木

健

吉

　

平

　

岫�

木

原

　

　

湊

　

高

　

尾�

齊

藤

　

孝

一

　

中

　

館�

畠

山

　

武

一

　

羽

　

広�

正

木

　

彰

一

　

加

賀

沢�

菊

地

　

良

次

　

岩

野

目

沢�

小

嶋

　

　

宏

　

北

福

田�

佐

々

木

光

美

　

中

田

代�

齊

藤

　

彰

憲

　

北

福

田�

佐

々

木

征

悦

　

小

栗

山�

阿

部

　

久

悦

　

岩

野

目

沢�

伊

藤

　

　

悟

　

長

　

坂�

中

村

　

勝

男

　

葛

　

岡�

東

海

林

憲

英

　

葛

　

岡�

東

海

林

圭

一

　

岩

野

目

沢�

東

海

林

武

二

　

　

滝�

伊

藤

　

　

征

　

葛

　

岡�

鈴

木

　

　

豊

　

深

　

沢�

小

石

　

信

一

　

深

　

沢�

渡

辺

　

哲

郎

　

冨

　

田�

工

藤

　

　

舜

　

上

黒

川�

田

口

　

健

三

　

泉

　

田�

今

野

　

憲

一

　

君

ヶ

野�

三

浦

萬

志

一

　

君

ヶ

野�

佐

藤

金

一

郎

　

道

　

川�
佐

々

木

亮

一

　

六

呂

田�

冨

田

牧

野

組

合�

那

須

　

勝

弘

　�

今

野

　

久

志

　

勝

　

手�

今

野

　

　

修

　

勝

　

手�

���

玉

米

　

　

宏

　

川

　

西�

庄

司

　

和

夫

　

飯

　

沢�

加

藤

勘

一

朗

　

土

　

倉�

三

浦

　

繁

雄

　

吉

　

沢�

佐

藤

　

　

隆

　

吉

　

沢�

熊

谷

　

孝

治

　

町

　

村�

渡

部

　

圓

一

　

小

菅

野�

高

橋

　

栄

一

　

曲

　

沢�

鈴

木

　

喜

信

　

南

福

田�

五

十

嵐

久

一

　

新

上

条�

木

内

　

芳

郎

　

東

鮎

川�

佐

々

木

茂

勝

　

前

　

郷�

佐

藤

　

卓

司

　

山

　

本�

木

内

彌

太

郎

　

川

　

西�

福

岡

　

憲

一

　

曲

　

沢�

第

八

区�

（

大

内

地

区 

54

名

）�

第

七

区�

（

東

由

利

地

区 

30

名

）�

本組合総代選挙執行により�本組合総代選挙執行により�

冨

　

田�
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●

二

月

二

日

（

火

）�

　

由

利

・

矢

島

・

鳥

海

地

区�

　

矢

島

「

日

新

館

」�

　

参

加

組

合

員

　

約

百

人�

 
 
 

　�

●

二

月

三

日

（

水

）�

　

仁

賀

保

地

区�

　

に

か

ほ

市

「

む

ら

す

ぎ

荘

」�

 
 
 
 

参

加

組

合

員 

約

四

十

五

人�

�

●

二

月

四

日

（

木

）�

　

本

荘

・

東

由

利

地

区�

　

石

沢

「

ウ

ッ

デ

ィ

ホ

ー

ル

こ

だ

ま

」�

 
 
 
 

参

加

組

合

員

　

約

七

十

人

　�

�

●

二

月

五

日

（

金

）�

　

岩

城

・

大

内

地

区�

　

岩

城

「

道

の

駅

」�

　

参

加

組

合

員

　

約

六

十

人�

　

平

成

二

十

一

年

度

地

区

座

談

会

が

左�

記

の

日

程

で

午

後

一

時

三

十

分

よ

り

開�

催

さ

れ

ま

し

た

。�

　

各

会

場

に

は

由

利

地

域

振

興

局

森

づ�

く

り

推

進

課

、

由

利

本

荘

市

林

政

課

、�

総

合

支

所

、

に

か

ほ

市

農

林

水

産

課

の�

担

当

者

に

参

加

頂

き

ま

し

た

。�

　

組

合

長

か

ら

の

あ

い

さ

つ

、

各

課

長�

よ

り

組

合

の

現

況

の

説

明

が

行

わ

れ

た�

後

、

参

加

組

合

員

と

組

合

、

振

興

局

、�

市

担

当

者

と

の

間

で

多

数

の

意

見

や

質�

疑

応

答

が

交

わ

さ

れ

ま

し

た

。�

Ｑ

不

況

が

続

い

て

、

失

業

者

が

増

加

し

、

農�

　

林

業

従

事

者

が

増

え

て

き

て

る

。

来

年

度

、�

　

組

合

で

は

労

働

者

の

雇

用

の

予

定

は

あ

る�

　

の

か

。

ま

た

、

現

在

組

合

の

労

務

班

は

何�

　

人

位

い

る

の

か

。

そ

の

人

達

の

報

酬

や

待�

　

遇

は

ど

う

な

の

か

。�

　

補

助

事

業

で

は

、

自

分

で

行

う

施

業

と

組�

　

合

が

主

体

で

行

う

施

業

の

比

率

は

ど

う

か

。�

　

更

に

、

組

合

と

業

者

委

託

の

比

率

は

ど

う�
　

な

の

か

。�

Ａ

昨

年

も

緊

急

雇

用

対

策

等

で

、

雇

用

し

て�

　

い

る

。

今

年

も

雇

用

を

行

う

予

定

で

あ

る

。�

  

　

現

在

、

労

務

班

は

約

五

十

人

程

で

、

待

遇�

　

は

悪

く

は

な

い

。�

地

区

座

談

会

開

催

地

区

座

談

会

開

催�

地

区

座

談

会

開

催

地

区

座

談

会

開

催�

地

区

座

談

会

開

催

地

区

座

談

会

開

催�
平

成

二

十

一

年

度�

地

区

座

談

会

開

催�

　

は

、

も

っ

と

地

域

の

要

望

を

政

策

へ

反

映�

　

さ

せ

ら

れ

る

よ

う

に

国

へ

働

き

か

け

て

欲�

　

し

い

。�

Ａ

森

林

組

合

と

し

て

も

、

要

望

を

発

信

し

て�

　

い

き

た

い

。�

�

Ｑ

集

約

的

な

林

業

の

た

め

に

は

、

職

員

の

平�

　

均

的

な

能

力

を

高

め

て

い

か

な

く

て

は

な�

　

ら

な

い

。

そ

し

て

、

低

コ

ス

ト

で

伐

出

し

、�

　

い

く

ら

で

も

林

家

に

利

益

を

還

元

す

る

の�

　

が

本

来

の

森

林

組

合

の

仕

事

だ

と

思

う

。�

　

月

曜

か

ら

土

曜

日

ま

で

定

時

で

働

い

て

い�

　

た

の

で

は

、

集

約

的

な

林

業

の

た

め

の

技�

　

術

は

高

ま

ら

な

い

の

で

は

な

い

か

。

時

間�

　

外

で

も

林

家

と

話

合

う

よ

う

に

も

し

な

い�

　

と

由

利

地

方

の

林

業

は

本

当

に

は

良

く

な�

　

ら

な

い

。�

Ａ

集

約

化

事

業

は

、

管

内

で

既

に

三

、

四

カ�

　

所

程

度

設

定

し

て

進

め

て

い

る

。

プ

ラ

ン�

　

ナ

ー

の

育

成

も

進

め

て

い

て

、

集

約

化

の�

　

方

向

を

認

識

し

て

や

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で�

　

あ

る

。�

　

事

業

比

率

は

代

理

申

請

と

受

託

で

半

々

、�

　

受

託

に

つ

い

て

は

組

合

作

業

班

が

半

分

、�

　

業

者

委

託

が

半

分

程

と

な

っ

て

い

る

。�

������������

Ｑ

全

県

的

な

傾

向

と

い

う

が

、

最

近

の

材

は�

　

柔

ら

か

く

、

材

が

割

れ

る

な

ど

し

て

集

成�

　

材

位

に

し

か

使

え

な

い

と

い

う

話

を

聞

い�

　

た

が

ど

う

な

の

か

。�

Ａ

組

合

で

は

三

十

年

〜

四

十

年

程

度

の

、

間�

　

伐

材

を

扱

っ

て

い

る

状

況

の

た

め

、

柔

ら�

　

か

い

の

は

当

然

と

思

う

。

現

在

は

良

い

材�

　

も

悪

い

材

も

ほ

ぼ

変

わ

ら

な

い

価

格

で

売�

　

買

さ

れ

て

し

ま

う

現

況

も

あ

り

、

良

い

材�

　

が

作

り

に

く

い

と

も

い

え

る

。

　�

�

Ｑ

新

政

権

か

ら

十

二

月

に

出

さ

れ

た

再

生

プ�
　

ラ

ン

で

は

、

国

内

木

材

自

給

率

を

十

年

で�

　

二

十

四

％

か

ら

五

十

％

ま

で

に

上

げ

る

と�

　

い

う

。

自

給

率

を

上

げ

る

た

め

に

は

消

費�

　

者

に

信

頼

あ

る

材

を

供

給

し

、

消

費

を

拡�

　

大

す

る

必

要

が

あ

る

の

に

、

里

山

エ

リ

ア�

　

補

助

事

業

が

廃

止

に

な

る

な

ど

、

つ

じ

つ�

　

ま

が

合

わ

な

い

現

状

が

あ

る

。

森

林

組

合�

質

疑

応

答�
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Ｑ

総

代

会

で

は

、

所

有

者

が

事

業

を

行

う

場�
　

合

、

負

担

が

少

な

く

な

る

よ

う

に

す

る

と�

　

言

う

事

で

し

た

が

、

取

り

組

み

と

そ

の

結�

　

果

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

か

。�

Ａ

受

託

事

業

で

は

消

費

者

の

負

担

が

必

ず

伴�

　

う

こ

と

に

な

る

。

一

ヘ

ク

タ

ー

ル

あ

た

り�

　

千

円

未

満

の

負

担

で

で

き

る

よ

う

努

力

し�

　

て

い

る

。

た

だ

、

市

の

補

助

金

の

な

い

造�

　

林

、

育

天

、

雪

起

し

事

業

は

負

担

が

大

き�

　

く

な

る

。�

�

Ｑ

以

前

は

間

伐

を

一

度

し

て

か

ら

、

次

に

事�

　

業

を

す

る

ま

で

に

五

年

程

間

を

空

け

な

く�

　

て

は

い

け

な

か

っ

た

が

、

今

は

ど

う

な

の�

　

か

。 �

Ａ

現

在

は

三

年

か

ら

四

年

程

度

の

間

が

あ

れ�

　

ば

大

丈

夫

で

あ

る

。�

�

Ｑ

個

人

で

造

林

を

す

る

場

合

、

五

反

歩

以

上�

　

の

施

業

面

積

が

必

要

と

聞

い

た

が

、

も

っ�

　

と

面

積

が

小

さ

く

て

も

で

き

な

い

か

。�

Ａ

個

人

で

施

業

す

る

代

理

申

請

に

は

一

年

を�

　

通

し

て

五

反

歩

の

面

積

要

件

が

あ

る

。

一�

　

反

歩

か

ら

申

請

す

る

な

ら

ば

組

合

か

ら

受�

　

託

事

業

で

申

請

で

き

る

。�

�

Ｑ

間

伐

対

象

林

齢

は

、

今

ま

で

は

三

十

五

年�

　

ま

で

だ

っ

た

が

、

四

十

年

や

四

十

五

年

で�

　

は

対

象

と

な

ら

な

い

の

か

。�

Ａ

現

在

は

六

十

年

生

ま

で

対

象

と

な

る

。�

Ｑ

大

内

支

所

管

内

へ

住

ん

で

い

る

が

、

山

林�

　

は

本

荘

管

内

に

あ

る

。

作

業

道

の

補

修

を�

　

支

所

に

お

願

い

し

た

時

に

本

荘

支

所

か

ら�

　

職

員

が

来

て

い

た

が

ど

う

し

て

か

。�

Ａ

作

業

道

の

補

修

が

含

ま

れ

る

支

援

交

付

金�

　

は

地

区

毎

の

設

定

で

あ

る

。

山

林

の

場

所�

　

に

よ

り

担

当

支

所

が

違

う

が

、

ど

の

支

所�

　

へ

来

て

も

、

連

絡

・

対

応

す

る

。�

�

Ｑ

森

林

事

業

の

活

性

化

を

図

り

、

誰

も

が

関�

　

心

を

持

っ

て

後

継

者

も

つ

い

て

く

る

森

林�

　

行

政

の

た

め

に

は

、

森

林

そ

の

も

の

に

付�

　

加

価

値

を

つ

け

て

そ

こ

か

ら

あ

が

る

収

入�
　

が

な

け

れ

ば

い

け

な

い

。

日

本

の

森

林

は�

　

広

大

な

が

ら

、

木

材

自

給

率

が

低

い

。

そ�

　

れ

は

、

森

林

行

政

の

活

動

が

あ

ま

り

に

貧�

　

弱

だ

か

ら

で

は

な

い

か

。

県

や

国

に

は

地�

　

域

の

林

家

の

要

望

は

ま

っ

た

く

伝

わ

っ

て�

　

い

な

い

。

組

合

・

県

森

連

・

全

森

連

な

ど�

　

の

運

動

体

制

は

ど

の

程

度

行

政

に

伝

わ

っ�

　

て

い

る

の

か

。�

�

Ａ

要

望

等

は

徐

々

に

発

信

を

し

て

い

っ

て

い�

　

る

。

事

業

展

開

を

し

な

が

ら

も

、

国

の

目�

　

指

す

集

約

化

な

ど

も

や

っ

て

い

く

。�

　

国

に

も

森

林

組

合

系

統

の

人

が

い

る

の

だ�

　

が

、

組

合

員

の

要

求

す

る

方

向

と

は

離

れ�

　

て

い

る

感

が

あ

る

。�

　

林

業

講

演

会

に

は

全

森

連

の

石

島

専

務

が�

　

来

る

、

こ

の

よ

う

な

機

会

を

通

し

て

伝

え�

　

て

い

く

。�

�

Ｑ

松

喰

い

虫

で

林

が

な

く

な

っ

た

が

、

森

林�

　

組

合

で

も

松

を

植

え

て

い

る

よ

う

だ

。

こ�

　

れ

か

ら

松

苗

を

買

っ

て

み

た

い

の

だ

が

、�

　

数

年

後

も

大

丈

夫

だ

ろ

う

か

。�

Ａ

松

喰

い

虫

に

強

い

松

の

開

発

が

さ

れ

、

地�

　

域

に

よ

っ

て

は

開

発

し

た

も

の

を

植

え

始�

　

め

て

い

る

。

秋

田

県

で

は

ま

だ

苗

木

の

開�

　

発

中

で

あ

り

、

こ

れ

な

ら

大

丈

夫

と

い

う�

　

も

の

は

で

き

て

い

な

い

。

何

十

年

も

先

の�

　

マ

ツ

ク

イ

ム

シ

の

繁

殖

が

予

測

で

き

な

い�

　

た

め

、

今

は

他

県

の

対

策

法

を

試

験

し

て�

　

植

え

た

り

、

海

岸

線

で

な

い

場

所

は

広

葉�

　

樹

を

植

え

て

い

く

等

の

工

夫

が

欲

し

い

だ�

　

ろ

う

。�

�
Ｑ

日

本

海

側

の

松

枯

れ

は

、

マ

ツ

ク

イ

ム

シ�

　

だ

け

で

な

く

酸

性

雨

な

ど

も

関

係

し

て

い�

　

る

の

で

は

な

い

か

。

太

平

洋

側

な

ど

の

状�

　

況

は

ど

う

な

の

か

。�

Ａ

松

枯

れ

に

マ

ツ

ク

イ

ム

シ

以

外

の

要

因

が�

　

あ

る

か

ど

う

か

は

っ

き

り

と

は

い

え

な

い�

�

　

が

、

マ

ツ

ク

イ

ム

シ

に

よ

る

被

害

は

薬

剤�

　

防

除

で

沈

静

化

し

て

き

て

い

る

。

松

林

の�

　

弱

体

化

は

虫

だ

け

で

な

く

、

土

壌

の

富

栄�

　

養

化

も

あ

り

、

現

在

は

表

土

を

剥

い

だ

り�

　

す

る

作

業

も

行

っ

て

い

る

。�

　

松

に

限

ら

ず

樹

木

被

害

な

ど

は

、

山

林

で�

　

も

環

境

変

化

が

起

き

て

い

て

原

因

が

は

っ�

　

き

り

し

な

い

要

素

が

あ

る

。

ま

た

、

太

平�

　

洋

側

で

は

、

例

え

ば

宮

城

県

の

奥

松

島

あ�

　

た

り

は

か

な

り

の

被

害

に

遭

っ

て

い

る

。�
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平

成

二

十

二

年�

二

月

二

十

六

日

、�

本

荘

由

利

森

林

組�

合

主

催

の

造

林

コ�

ン

ク

ー

ル

が

本

荘�

グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル�

を

会

場

に

午

後

一�

時

三

十

分

よ

り

開�

催

さ

れ

ま

し

た

。�

小

松

組

合

長

の

開

会

あ

い

さ

つ

に

続

き

、

由�

利

地

域

振

興

局

長

代

理

農

林

部

長

　

篠

田

信�

行

様

、

由

利

本

荘

市

長

代

理

農

林

水

産

部

長�

小

松

秀

穂

様

、

由

利

森

林

管

理

署

長

　

池

田�

正

三

様

、

秋

田

県

森

林

組

合

連

合

会

代

表

理�

事

会

長

　

佐

藤

重

芳

様

よ

り

祝

辞

を

頂

き

ま�

し

た

。

枝

打

ち

の

部

、

間

伐

Ⅰ
の

部

、

間

伐�

Ⅱ
の

部

、

育

成

天

然

林

の

部

、

以

上

四

つ

の�

部

門

第

一

位

か

ら

第

三

位

ま

で

の

入

賞

者

の�

表

彰

の

後

、

由

利

地

域

振

興

局

農

林

部

　

栗�

山

由

正

森

づ

く

り

推

進

課

長

よ

り

今

回

の

審�

査

講

評

が

あ

り

ま

し

た

。�

����

　

出

展

さ

れ

た

林

分

の

林

令

は

十

二

年

生

か�

ら

十

九

年

生

ま

で

あ

り

、

は

し

ご

や

高

枝

鋸�

な

ど

を

使

い

、

一

回

目

の

も

の

か

ら

数

回

繰�

り

返

し

た

も

の

ま

で

あ

り

、

枝

打

ち

の

高

さ�

は

三

　
か

ら

五

　

で

あ

っ

た

。

審

査

に

あ

た�

っ

て

注

目

し

た

点

は

、

良

質

材

生

産

の

前

提�

と

な

る

、

つ

る

切

り

や

除

間

伐

が

適

切

に

行�

わ

れ

て

い

る

か

ど

う

か

。

次

に

、

枝

打

ち

技�

術

の

評

価

と

し

て

、

枝

打

ち

の

高

さ

と

切

り�

口

の

滑

ら

か

さ

、

そ

れ

に

残

枝

や

枯

れ

枝

の�

有

無

に

つ

い

て

審

査

し

た

。

出

展

林

分

に

は

、�

除

伐

が

遅

れ

、

今

後

除

間

伐

の

対

象

と

な

る�

不

良

木

ま

で

枝

打

ち

し

て

い

る

ケ

ー

ス

や

残�

枝

が

見

ら

れ

る

ケ

ー

ス

も

若

干

あ

っ

た

が

、�

大

体

が

適

切

な

枝

打

ち

が

成

さ

れ

地

域

の

模�

範

と

な

る

よ

う

な

林

分

で

あ

っ

た

。

近

年

、�

管

内

で

も

ス

ギ

ノ

ア

カ

ネ

ト

ラ

カ

ミ

キ

リ

な�

ど

に

よ

る

ガ

ニ

グ

サ

レ

被

害

が

多

く

見

受

け�

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

被

害

を

防

ぐ

上

で

も

間�

伐

を

併

用

し

た

枝

打

ち

を

積

極

的

に

実

施

し�
て

い

た

だ

き

た

い

。�

����

　

い

ず

れ

の

林

分

も

良

質

材

生

産

を

目

標

に�

実

施

さ

れ

、

ほ

と

ん

ど

の

林

分

が

、

間

伐

と�

合

わ

せ

枝

打

ち

が

実

施

さ

れ

て

い

た

が

、

一�

部

の

林

分

で

は

間

伐

が

遅

れ

、

枯

枝

が

残

っ�

て

い

る

林

分

も

見

受

け

ら

れ

た

。

適

期

の

間�

伐

を

是

非

お

願

い

し

た

い

。

審

査

で

は

、

立�

木

の

成

長

度

合

い

、

間

伐

後

の

立

木

密

度

に�

注

目

し

た

。

ま

た

、

気

象

災

害

に

強

い

林

分�

を

つ

く

る

た

め

、

樹

高

と

枝

葉

の

付

い

て

い�

る

割

合

で

あ

る

形

状

比

に

つ

い

て

も

考

慮

し�

た

。�

����

　

ほ

と

ん

ど

の

林

分

で

間

伐

が

適

正

に

行

わ�

れ

立

派

な

林

と

な

っ

て

い

た

が

、

一

部

で

は�

�

間

伐

の

時

期

が

遅

れ

、

枝

が

梢

端

近

く

ま

で

　�

枯

れ

上

が

り

、

今

後

の

成

長

の

期

待

が

小

さ�

い

林

分

も

あ

っ

た

。�

　

審

査

で

は

、

適

切

な

密

度

管

理

を

行

っ

て�

き

た

状

況

や

間

伐

材

の

利

用

状

況

に

つ

い

て�

も

見

さ

せ

て

頂

い

た

。

い

ず

れ

の

出

展

者

も�

積

極

的

に

間

伐

に

取

り

組

ん

で

い

る

様

子

が�

う

か

が

え

た

。�

����

　

出

展

さ

れ

た

林

分

に

は

、

コ

ナ

ラ

の

純

林�

や

コ

ナ

ラ

、

ミ

ズ

ナ

ラ

、

イ

タ

ヤ

カ

エ

デ

、�

ホ

オ

ノ

キ

、

ブ

ナ

な

ど

の

有

用

広

葉

樹

が

混�

じ

る

林

分

が

あ

っ

た

。

審

査

で

は

、

土

地

条�

件

や

樹

種

に

応

じ

た

仕

立

て

目

標

で

あ

る

か�

に

つ

い

て

見

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

。

ミ

ズ

ナ�

ラ

等

の

用

材

林

を

仕

立

目

標

と

す

る

林

分

も�

あ

っ

た

が

、

仕

立

て

目

標

が

曖

昧

な

林

分

や�

不

良

木

・

枯

れ

木

の

処

理

が

十

分

で

な

い

林�

分

も

見

受

け

ら

れ

た

。

育

成

天

然

林

に

お

い�

て

は

、

樹

間

を

空

け

過

ぎ

る

と

側

芽

が

出

た�

り

、

暴

れ

木

に

な

っ

た

り

、

ま

た

、

二

股

木�

に

つ

い

て

も

あ

ま

り

地

際

か

ら

伐

る

と

腐

れ�

が

入

っ

て

し

ま

う

な

ど

、

施

業

が

大

変

難

し�

い

点

が

あ

る

が

、

そ

う

し

た

点

を

十

分

理

解�

し

て

施

業

す

る

よ

う

願

い

た

い

。�

���

　

造

林

コ

ン

ク

ー

ル

で

優

秀

な

成

績

を

お

さ�

め

ら

れ

た

方

々

を

県

や

国

の

コ

ン

ク

ー

ル

に�

推

薦

し

て

お

り

ま

す

。

今

ま

で

も

表

彰

者

の�

中

か

ら

、

県

の

林

業

経

営

コ

ン

ク

ー

ル

に

お�

け

る

知

事

賞

、

国

の

全

国

林

業

経

営

コ

ン

ク�

ー

ル

に

お

い

て

農

林

水

産

大

臣

賞

を

受

賞

さ�

れ

た

方

も

い

ま

す

。

こ

れ

は

由

利

本

荘

地

域�

の

林

業

技

術

が

高

い

評

価

を

受

け

て

い

る

証�

で

あ

り

ま

す

。�

　

地

域

に

お

け

る

森

林

施

業

の

リ

ー

ダ

ー

と�

し

て

、

技

術

の

継

承

は

も

と

よ

り

地

域

林

業�

の

振

興

・

発

展

に

ご

尽

力

く

だ

さ

い

ま

す

よ�

う

に

お

願

い

し

た

い

。�

���������������������������

　

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。�

第

十

五

回 
 

造

林

コ

ン

ク

ー

ル�

第

十

五

回 
 

造

林

コ

ン

ク

ー

ル�
講

評

【

枝

打

ち

の

部

】�

講

評

【

間

伐

Ⅰ
の

部

】�

講

評

【

育

成

天

然

林

の

部

】�

講

評

【

間

伐

Ⅱ
の

部

】�

総

　

評�

第１部�

枝打ちの部�

第２部�

間伐Ⅰの部�

第３部�

間伐Ⅱの部�

第４部�

育成天然林の部�

第１位　県森林組合連合会長賞　　佐々木　昭二郎 氏（矢　島）�

第２位　本荘由利森林組合長賞　　鈴　木　喜久男 氏（由　利）�

第３位　本荘由利森林組合長賞　　木　村　　　武 氏（矢　島）�

第１位　由利地域振興局長賞　　　佐々木　市　子 氏（秋田市）�

第２位　本荘由利森林組合長賞　　二 夕 子 集 落（由　利）�

第３位　本荘由利森林組合長賞　　新　田　耕　一 氏（矢　島）�

第１位　由利地域振興局長賞　　　斎　藤　新治郎 氏（象　潟）�

第２位　本荘由利森林組合長賞　　藤　田　幸　男 氏（大　内）�

第３位　本荘由利森林組合長賞　　小　松　省　造 氏（本　荘）�

第１位　由利森林管理署長賞　　　荒沢矢越造林組合（矢　島）�

第２位　本荘由利森林組合長賞　　佐々木　幸一郎 氏（大　内）�

第３位　本荘由利森林組合長賞　　渡　部　専　一 氏（岩　城）�

�

メ

ー�

ト

ル�

メ

ー�

ト

ル�
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平

成

二

十

一

年

度

平

成

二

十

一

年

度 
 

林

業

講

演

会

林

業

講

演

会�
平

成

二

十

一

年

度

平

成

二

十

一

年

度 
 

林

業

講

演

会

林

業

講

演

会�
平

成

二

十

一

年

度 
 

林

業

講

演

会�

�������������

ラ

ン

推

進

本

部

を

設

置

し

、

そ

の

下�

に

五

つ

の

検

討

委

員

会

を

設

け

た

。�

検

討

委

員

会

の

下

に

は

五

つ

の

作

業�

部

会

が

設

置

さ

れ

、

そ

こ

で

具

体

的�

な

施

策

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

作

業�

部

会

の

中

に

森

林

組

合

改

革

・

民

間�

事

業

体

サ

ポ

ー

ト

に

関

し

て

の

部

会�

が

あ

る

。

森

林

組

合

改

革

は

再

生

プ�

ラ

ン

の

大

き

な

柱

の

一

つ

に

な

っ

て�

い

る

。�

　

が

、

も

れ

聞

こ

え

て

く

る

話

は

判�

然

と

し

な

い

内

容

が

多

い

。

例

え

ば

、�

森

林

組

合

が

国

有

林

や

民

有

林

の

仕�

事

に

関

わ

る

の

は

い

け

な

い

、

作

業�

班

を

持

っ

て

は

い

け

な

い

、

加

工

・�

流

通

の

分

野

の

仕

事

を

す

べ

き

で

は�

・

外

材

は�

　

製

品

…

k
六

〇

、

〇

〇

〇

円�

　

丸

太

…

k
二

〇

、

〇

〇

〇

円

前

後�

　

立

木

…

k
一

〇

、

〇

〇

〇

円�

と

い

っ

た

具

合

に

な

っ

て

い

る

。�

　

製

品

価

格

が

同

じ

で

も

、

外

材

丸�

太

は

国

産

材

丸

太

の

二

倍

、

立

木

は�

五

倍

。

丸

太

価

格

か

ら

立

木

価

格

を�

引

い

た

も

の

を

搬

出

コ

ス

ト

と

考

え�

れ

ば

、

国

産

材

が

k
八

、

〇

〇

〇

円�

で

、

外

材

が

一

〇

、

〇

〇

〇

円

と

い�

う

こ

と

に

な

る

。

搬

出

コ

ス

ト

は

国�

産

材

の

ほ

う

が

安

い

。

つ

ま

り

、

生�

産

性

が

高

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。�

現

実

に

、

日

本

の

林

業

が

ヨ

ー

ロ

ッ�

パ

よ

り

も

生

産

性

が

高

い

と

い

う

こ�

と

は

な

い

だ

ろ

う

。

で

は

な

ぜ

こ

の�

よ

う

な

木

材

の

価

格

構

造

に

な

っ

て�

い

る

の

か

。

そ

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

分�

析

し

て

、

原

因

を

突

き

止

め

、

改

善�

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

な

の

で

あ

る

。�

　

木

材

価

格

の

推

移

を

見

て

み

る

と

、�

昭

和

五

十

年

代

半

ば

か

ら

国

産

材

丸�

太

の

価

格

は

急

落

し

た

。

か

つ

て

安�

い

外

材

丸

太

が

大

量

に

入

っ

て

き

た�

が

、

現

在

は

国

産

材

丸

太

の

二

倍

の�

価

格

の

外

材

丸

太

が

入

っ

て

き

て

い�

る

。

な

ぜ

高

い

丸

太

を

わ

ざ

わ

ざ

輸�

入

す

る

の

か

。

行

政

に

聞

く

と

、

国�

産

材

の

安

定

供

給

体

制

が

整

っ

て

い�

な

い

か

ら

だ

と

の

答

え

が

返

っ

て

く�
る

。

山

側

に

責

任

を

押

し

つ

け

る

理�

論

だ

が

、

こ

れ

も

一

つ

の

見

方

で

あ�

る

。

国

産

材

の

安

定

供

給

体

制

は

い�

な

い

、

と

か

。

こ

の

よ

う

な

意

見

が�

再

生

プ

ラ

ン

の

中

に

盛

り

込

ま

れ

れ�

ば

、

わ

れ

わ

れ

に

と

っ

て

は

死

活

問�

題

で

あ

る

。�

�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

認

識�

　�　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

認

識

の

一

点�

目

は

、

戦

後

植

栽

し

た

人

工

林

が

利�

用

可

能

な

段

階

に

あ

り

、

つ

ま

り

、�

資

源

的

に

は

国

産

材

時

代

が

く

る

が

、�

路

網

整

備

や

施

業

集

約

化

の

遅

れ

、�

材

価

の

低

迷

か

ら

、

森

林

所

有

者

の�

経

営

意

欲

が

喪

失

さ

れ

、

森

林

の

適�

切

な

管

理

が

で

き

な

い

状

態

に

あ

る�

と

い

う

も

の

。

こ

の

考

え

方

は

ま

っ�

た

く

そ

の

と

お

り

だ

と

思

う

。�

　

が

、

材

価

の

低

迷

と

い

う

認

識

を�

示

し

な

が

ら

、

再

生

プ

ラ

ン

の

中

で�

は

木

材

価

格

の

問

題

を

正

面

か

ら

取�

り

上

げ

て

い

な

い

。

検

討

の

主

要

な�
事

項

に

も

入

っ

て

い

な

い

。

現

実

の�

問

題

か

ら

回

避

し

、

わ

い

曲

化

さ

れ�

た

格

好

で

、

将

来

の

森

林

・

林

業

が�

検

討

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

る

。

木

材�

価

格

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

正

確

に

分

析�

す

る

。

そ

れ

が

林

業

を

再

生

さ

せ

る�

た

め

に

は

、

絶

対

必

要

な

こ

と

だ

ろ

う

。�

　

国

産

材

と

外

材

（

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

材

）�

の

価

格

構

造

の

一

例

を

挙

げ

れ

ば

、�

・

国

産

材

は�

　

製

品

…

k
六

〇

、

〇

〇

〇

円�

　

丸

太

…

k
一

〇

、

〇

〇

〇

円

前

後�

　

立

木

…

k
二

、

〇

〇

〇

円

前

後�

ち

早

く

構

築

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。�

　

一

方

で

、

国

産

材

丸

太

が

外

材

丸�

太

よ

り

も

価

格

が

高

い

時

代

が

あ

っ�

た

。

そ

の

当

時

、

国

産

材

丸

太

の

価�

格

を

決

定

す

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

の

中

に

、�

何

か

別

の

要

素

が

入

っ

て

い

て

、

高�

い

価

格

を

実

現

さ

せ

た

の

だ

と

思

う

。�

そ

し

て

現

在

の

木

材

価

格

に

も

過

去�

と

は

違

う

何

か

の

要

素

が

加

わ

っ

て�

い

る

の

だ

ろ

う

。

木

材

価

格

を

決

定�

す

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

そ

の

も

の

を

分

析�

し

て

、

再

生

プ

ラ

ン

に

反

映

す

る

こ�

と

が

、

本

当

の

意

味

で

の

森

林

・

林�

業

の

再

生

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い�

だ

ろ

う

か

。�

　

　

　

　

　

○�

　

木

材

価

格

の

低

迷

は

、

わ

れ

わ

れ�

を

苦

し

め

て

き

た

。

再

生

プ

ラ

ン

に�

関

係

す

る

一

部

の

委

員

か

ら

、

日

本�

の

林

業

を

だ

め

に

し

た

の

は

森

林

組�

合

と

い

う

意

見

も

出

さ

れ

て

い

る

。�

そ

う

い

う

こ

と

を

言

わ

れ

る

筋

合

い�

も

な

い

し

、

私

と

し

て

は

紹

介

す

る�

の

も

腹

立

た

し

い

が

、

持

続

可

能

な�

森

林

経

営

研

究

会

と

い

う

と

こ

ろ

で�

出

さ

れ

た

森

林

組

合

に

対

し

て

の

意�

見

を

紹

介

し

て

み

る

。�

・

事

実

上

の

経

営

者

が

存

在

せ

ず

、�

公

的

な

事

業

に

依

存

す

る

成

り

行

き�

経

営

に

な

っ

て

い

る

森

林

組

合

が

圧�

倒

的

に

多

い

。�

・

理

事

会

が

本

来

経

営

陣

と

し

て

の�

機

能

を

果

た

し

て

い

な

い

。�

　

造

林

コ

ン

ク

ー

ル

表

彰

式

に

引

き�

続

き

、

全

国

森

林

組

合

連

合

会

代

表�

理

事

専

務

の

石

島

操

氏

か

ら

、

「

森�

林

・

林

業

再

生

プ

ラ

ン

は

日

本

林

業�

を

救

え

る

か

」

と

題

し

て

講

演

し

て�

い

た

だ

い

た

。�

　

こ

の

講

演

に

つ

い

て

秋

田

木

材

通�

信

社

よ

り

発

行

さ

れ

た

「

秋

田

木

材�

通

信

」

に

記

事

が

掲

載

さ

れ

ま

し

た�

の

で

、

同

社

の

許

可

を

得

て

記

事

を�

抜

粋

、

紹

介

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。�

��

　

昨

年

末

、

突

然

と

い

っ

た

感

じ

で�

農

林

水

産

省

が

「

森

林

・

林

業

再

生�

プ

ラ

ン

」

を

公

表

。

こ

の

プ

ラ

ン

の�

内

容

に

つ

い

て

林

野

庁

へ

問

い

合

わ�

せ

る

と

、

こ

れ

か

ら

具

体

的

に

検

討�

し

て

い

く

と

の

こ

と

だ

っ

た

。

要

す�

る

に

今

は

、

抽

象

的

な

考

え

方

が

先�

行

的

に

示

さ

れ

て

い

る

だ

け

。

再

生�

プ

ラ

ン

に

つ

い

て

は

全

森

連

と

し

て�

も

関

心

を

持

っ

て

見

て

い

る

が

、

今�

日

話

す

の

は

あ

く

ま

で

個

人

的

な

見�

解

。

自

己

流

の

辛

口

コ

メ

ン

ト

と

い�

う

こ

と

で

聞

い

て

ほ

し

い

。�

　

　

　

　

　

○�

　

農

林

水

産

省

は

赤

松

広

隆

大

臣

を�

本

部

長

と

す

る

森

林

・

林

業

再

生

プ�
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る

。

こ

の

内

容

に

関

し

て

は

、

何

の�

感

想

も

な

い

し

、

わ

ざ

わ

ざ

言

わ

な�

く

て

も

、

わ

れ

わ

れ

林

業

に

関

わ

る�

者

は

承

知

し

て

い

る

。

で

、

理

念

二�

が

林

業

・

木

材

産

業

の

地

域

資

源

創�

造

型

産

業

へ

の

再

生

。�

・

林

業

・

木

材

産

業

を

環

境

産

業

と�

し

て

位

置

づ

け

る�

・

木

材

の

安

定

供

給

体

制

を

確

立�

・

川

下

で

の

加

工

・

流

通

体

制

の

整�

備�・

山

村

地

域

に

お

け

る

雇

用

へ

の

貢�

献�　

理

念

二

の

内

容

で

出

て

く

る

も

の�

は

、

今

実

際

に

お

こ

な

っ

て

い

る

事�

業

を

並

べ

た

だ

け

で

あ

る

。

理

念

と�

し

て

示

し

た

林

業

・

木

材

産

業

の

地�

域

資

源

創

造

型

産

業

と

い

う

も

の

が�

い

っ

た

い

何

で

あ

る

の

か

ま

っ

た

く�

示

さ

れ

て

い

な

い

。

要

す

る

に

理

念�

と

内

容

乖

離

（

か

い

り

）

し

て

、

理�

念

に

沿

っ

た

具

体

論

が

な

い

と

い

う�

こ

と

で

あ

る

。�

　

経

済

産

業

省

で

は

、

農

商

工

連

携�

の

促

進

な

ど

で

地

域

の

活

性

化

に

つ�

な

が

る

支

援

を

具

体

的

に

示

し

て

い�

る

。

林

業

・

木

材

産

業

の

地

域

資

源�

創

造

型

産

業

は

、

経

済

産

業

省

の

そ�

れ

を

ま

ね

て

書

い

た

と

疑

わ

れ

て

も�

し

ょ

う

が

な

い

そ

の

創

造

型

産

業

が�

何

か

と

い

う

こ

と

は

、

こ

れ

か

ら

検�
討

さ

れ

て

い

く

と

思

う

が

、

こ

の

理�

念

を

見

た

時

、

短

い

時

間

で

つ

く

っ�

で

何

が

足

り

な

い

の

か

。

そ

れ

は

出�

口

の

視

点

で

あ

る

。

出

口

対

策

を

し�

っ

か

り

し

て

、

外

材

に

打

ち

勝

ち

、�

国

産

材

が

優

位

に

な

る

よ

う

な

施

策

。�

そ

う

い

う

も

の

を

行

政

は

軸

に

置

く�

べ

き

だ

ろ

う

。�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

認

識

に

つ

い�

て

は

、

内

容

は

抽

象

的

だ

が

、

目

指�

す

方

向

性

と

し

て

は

大

き

く

踏

み

外�

し

て

は

い

な

い

。

が

、

よ

く

見

て

い�

く

と

、

例

え

ば

木

材

価

格

の

問

題

や�

十

年

間

の

軸

と

な

る

施

策

な

ど

、

も�

の

足

り

な

さ

を

感

じ

る

部

分

が

少

な�

か

ら

ず

あ

る

。�

　

か

つ

、

潜

在

的

に

森

林

組

合

責

任�

論

と

い

う

の

が

背

景

に

あ

っ

た

り

す�

る

。

こ

う

い

う

点

は

問

題

だ

と

思

う

。�

�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

理

念�

�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

理

念

は

三

点�
あ

る

。

理

念

一

に

は

、�

・

森

林

・

林

業

に

関

わ

る

人

材

育

成�

を

強

化

す

る

と

と

も

に

、

森

林

所

有�

者

の

林

業

へ

の

関

心

を

喚

起

し

、

森�

林

の

適

切

な

整

備

・

保

全

を

通

じ

て

、�

国

土

の

保

全

、

水

源

の

涵

養

、

地

球�

温

暖

化

防

止

、

生

物

多

様

性

保

全

、�

木

材

生

産

な

ど

森

林

の

有

す

る

多

面�

的

機

能

の

持

続

的

発

揮

を

確

保

す

る

、�

と

い

う

内

容

が

書

か

れ

て

い

る

。

　�

　

私

が

大

学

生

の

時

に

も

聞

い

た

よ�

う

な

こ

と

を

、

基

本

理

念

に

し

て

い�

社

会

の

構

築

な

ど

か

ら

、

木

材

利

用�

拡

大

の

期

待

は

高

ま

っ

て

お

り

、

将�

来

は

暗

く

な

い

と

の

認

識

を

示

し

て�

い

る

。

こ

の

見

方

は

あ

る

程

度

正

し�

い

と

思

う

。�

　

日

本

の

林

業

は

発

展

す

る

可

能

性�

を

秘

め

て

い

る

と

い

う

観

点

か

ら

、�

基

本

認

識

の

三

点

目

に

は

今

後

十

年�

間

の

軸

と

な

る

施

策

を

挙

げ

て

い

る

。�

そ

れ

は

、

路

網

の

整

備

、

施

業

の

集�

約

化

、

人

材

育

成

を

推

進

し

て

、

林�
業

経

営

の

基

盤

を

つ

く

り

、

木

材

の�

安

定

供

給

体

制

の

構

築

を

図

る

と

い�

う

も

の

で

あ

る

。�

　

新

し

い

施

策

の

よ

う

な

気

も

す

る�

が

、

実

は

昭

和

三

十

九

年

に

制

定

さ�

れ

た

林

業

基

本

法

と

ほ

ぼ

同

じ

内

容

。�

林

業

基

本

法

は

、

林

業

生

産

基

盤

の�

整

備

、

資

本

装

備

の

高

度

化

、

林

業�

労

働

力

の

確

保

を

推

進

、

加

え

て

林�

業

構

造

基

盤

整

備

事

業

な

ど

を

活

用�

し

、

林

業

生

産

の

増

大

と

林

業

従

事�

者

の

地

位

の

向

上

を

図

る

と

い

う

も�

の

。

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

認

識

「

今�

後

十

年

間

の

軸

と

な

る

施

策

」

に

関�

し

て

は

、

実

に

新

鮮

味

を

欠

い

た

も�

の

と

の

印

象

を

受

け

た

。�

　

林

業

基

本

法

と

同

じ

で

、

再

生

プ�

ラ

ン

の

軸

と

な

る

施

策

の

中

に

盛

り�

込

ま

れ

た

の

は

、

す

べ

て

山

側

が

や�

る

こ

と

だ

。

森

林

・

林

業

再

生

の

責�

任

を

山

側

に

全

部

押

し

つ

け

た

よ

う�

な

も

の

で

あ

る

。

で

は

、

施

策

の

中�

・

合

併

に

よ

っ

て

組

織

が

長

期

に

わ�
た

り

混

乱

・

弱

体

化

す

る

と

こ

ろ

が�

ほ

と

ん

ど

。�

・

作

業

班

の

待

遇

が

悪

く

、

そ

れ

を�

改

善

で

き

な

い

ま

ま

施

業

を

や

ら

せ�

て

い

る

。�

　

さ

ら

に

厳

し

く

―

補

助

事

業

に

依�

存

し

、

補

助

事

業

を

お

こ

な

う

こ

と�

が

目

的

化

し

、

森

林

全

体

を

整

備

し�

て

い

こ

う

と

い

う

組

合

員

の

意

識

が�

欠

け

て

き

た

こ

と

。

国

や

都

道

府

県

、�

緑

資

源

機

構

な

ど

か

ら

発

注

さ

れ

る�

事

業

に

依

存

し

て

き

た

こ

と

。

補

助�

の

手

続

き

か

ら

実

行

ま

で

を

独

占

し

、�

実

行

の

効

率

性

や

低

コ

ス

ト

化

が

追�

求

さ

れ

な

く

な

っ

て

い

る

こ

と

―

と�

の

説

明

も

あ

っ

た

。�

　

「

林

業

の

低

迷

の

大

き

な

原

因

と�

し

て

、

補

助

金

や

公

共

事

業

に

頼

っ�

て

、

経

営

改

善

を

怠

っ

て

き

た

森

林�

組

合

に

責

任

が

あ

る

」

と

い

っ

た

偏�

っ

た

意

見

が

ば

っ

こ

し

て

い

る

。

再�

生

プ

ラ

ン

の

中

で

、

こ

う

い

う

考

え�

方

が

森

林

組

合

改

革

の

基

本

的

な

見�

解

と

さ

れ

た

ら

、

森

林

組

合

系

統

と�

し

て

も

看

過

し

が

た

い

。

し

っ

か

り�

反

論

し

て

い

く

。�

 

　

　

　

　

　

○�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

基

本

認

識

の

二

点�

目

は

、

将

来

を

展

望

し

た

も

の

。

外�

材

輸

入

に

対

す

る

先

行

き

不

安

も

あ�

り

、

国

産

材

に

期

待

が

か

け

ら

れ

て�

い

る

。

地

球

温

暖

化

防

止

、

低

炭

素�

た

な

、

と

感

じ

た

も

の

だ

っ

た

。�

　

基

本

理

念

三

は

、

木

材

利

用

・

エ�

ネ

ル

ギ

ー

利

用

拡

大

に

よ

る

森

林

・�

林

業

の

低

炭

素

社

会

へ

の

貢

献

。

木�

質

バ

イ

オ

マ

ス

の

有

効

利

用

は

、

わ�

れ

わ

れ

も

目

指

す

べ

き

方

向

性

だ

と�

思

っ

て

い

る

。

が

、

実

際

に

は

な

か�

な

か

進

ん

で

い

な

い

の

も

確

か

な

こ�

と

。

大

事

な

分

野

で

あ

る

こ

と

は

理�

解

し

て

い

る

し

、

ぜ

ひ

木

質

バ

イ

オ�

マ

ス

の

実

用

化

の

方

向

性

を

探

っ

て�

ほ

し

い

。�

　

木

質

バ

イ

オ

マ

ス

の

新

用

途

と

し�

て

、

カ

ー

ボ

ン

な

ど

ガ

ス

化

経

由

製�

品

、

リ

グ

ニ

ン

を

利

用

し

た

接

着

剤�

や

塗

料

、

セ

ル

ロ

ー

ス

等

を

利

用

し�

た

バ

イ

オ

マ

ス

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

な

ど�

が

研

究

・

開

発

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

、�

事

業

化

に

は

ま

だ

ま

だ

の

状

態

。

木�

質

バ

イ

オ

マ

ス

の

利

用

拡

大

と

い

う�

方

向

性

は

正

し

い

。

か

け

声

倒

れ

に�

な

ら

な

い

よ

う

、

し

っ

か

り

金

を

か�

け

て

、

よ

り

よ

い

状

況

を

つ

く

っ

て�

ほ

し

い

も

の

で

あ

る

。

理

念

三

に

つ�

い

て

は

、

タ

イ

ム

リ

ー

で

、

い

い

内�

容

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。�

�

　

十

年

後

に

目

指

す

べ

き

姿�

�

　

再

生

プ

ラ

ン

の

中

で

、

十

年

後

に�

目

指

す

べ

き

姿

と

し

て

掲

げ

た

の

が�

木

材

自

給

率

五

〇

％

以

上

。

識

者

が�

現

実

的

に

可

能

な

数

字

で

あ

る

か

な�



本荘由利森林組合だより�9

ど

に

つ

い

て

話

し

て

い

る

。

可

能

か�
ど

う

か

、

木

材

需

給

の

状

況

を

平

成�

十

九

年

実

績

か

ら

推

測

し

て

み

る

。�

平

成

十

九

年

の

総

需

要

量

は

八

、

二�

三

七

万

k
、

う

ち

国

産

材

の

供

給

量�

が

一

、

八

六

四

万

k
、

木

材

自

給

率�

は

二

二

・

六

％

。�

《

内

訳

》

　�

製

材

　

需

要

量

…

三

、

〇

四

六

万

k



　

　

　

供

給

量

…

一

、

一

九

七

万

k�

　

　

　

自

給

率

…

三

九

・

三

％�

合

板

　

需

要

量

…

一

、

一

二

六

万

k



　

　

　

供

給

量

…

一

六

三

万

k



　

　

　

自

給

率

…

一

四

・

五

％�

パ

ル

プ

チ

ッ

プ�

　

　

　

需

要

量

…

三

、

七

二

三

万

k



　

　

　

供

給

量

…

四

六

八

万

k



　

　

　

自

給

率

…

一

二

・

六

％�

そ

の

他�

　

　

　

需

要

量

…

三

四

二

万

k



　

こ

の

木

材

自

給

率

を

五

〇

％

に

ま�

で

引

き

上

げ

ら

れ

る

か

ど

う

か

な

の�

だ

が

、

単

純

に

考

え

れ

ば

、

製

材

五�

〇

％

、

合

板

五

〇

％

、

パ

ル

プ

チ

ッ�

プ

五

〇

％

に

す

れ

ば

木

材

自

給

率

五�

〇

％

を

達

成

で

き

る

。�

　

五

〇

％

と

い

う

数

字

は

製

材

、

合�

板

で

は

可

能

だ

と

思

う

が

、

パ

ル

プ�

チ

ッ

プ

で

は

非

常

に

ハ

ー

ド

ル

が

高�

い

数

字

に

な

る

。

パ

ル

プ

チ

ッ

プ

は�

需

要

量

の

四

五

％

を

占

め

る

が

、

技�

術

的

な

問

題

も

あ

っ

て

、

木

材

自

給�

率

は

二

五

％

程

度

が

限

度

で

は

な

い�

だ

ろ

う

か

。

た

だ

、

そ

う

な

る

と

、�

製

材

、

合

板

は

か

な

り

ハ

ー

ド

ル

の�

高

い

木

材

自

給

率

を

実

現

さ

せ

な

け�

れ

ば

な

ら

な

い

。�

　

私

は

、

木

材

自

給

率

を

五

〇

％

以�

上

に

引

き

上

げ

る

と

い

う

考

え

方

よ�

り

は

、

国

産

材

の

需

要

量

を

十

年

後�

に

は

二

、

〇

〇

〇

万

k
か

ら

四

、

〇�

〇

〇

万

k
に

倍

増

さ

せ

る

と

い

っ

た�

方

向

性

に

進

む

の

が

い

い

の

で

は

な�

い

か

と

思

う

。

具

体

性

を

持

っ

た

需�

要

拡

大

路

線

の

ほ

う

が

実

現

し

や

す�
い

よ

う

な

気

が

す

る

。�

　

木

質

バ

イ

オ

マ

ス

利

用

、

発

電

利�

用

な

ど

新

し

い

需

要

を

創

造

す

る

こ�

と

に

よ

り

、

四

、

〇

〇

〇

万

k
の

数�

量

は

現

実

味

が

帯

び

て

く

る

だ

ろ

う

。�

九

州

で

は

、

石

炭

に

チ

ッ

プ

を

混

入�

し

て

発

電

を

お

こ

な

っ

て

い

る

と

こ�

ろ

が

あ

る

。

混

入

比

率

が

数

％

で

あ�

れ

ば

、

発

電

効

率

が

あ

ま

り

変

わ

ら�

な

い

よ

う

だ

。

そ

し

て

木

質

バ

イ

オ�

マ

ス

利

用

が

拡

大

し

て

い

け

ば

、

確�

実

に

木

材

の

需

要

拡

大

に

つ

な

が

る�

だ

ろ

う

。

今

あ

る

需

要

プ

ラ

ス

新

し�

い

需

要

の

創

出

で

、

量

を

倍

増

さ

せ�

る

こ

と

は

可

能

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。�

　

政

府

が

十

年

後

の

目

指

す

姿

と

し�

て

木

材

自

給

率

五

〇

％

以

上

と

い

う�

高

い

数

字

を

掲

げ

る

の

は

か

ま

わ

な�

い

。

だ

が

、

そ

れ

だ

け

で

は

不

足

で�

あ

る

。

き

め

細

か

い

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ�

を

明

確

に

示

さ

な

け

れ

ば

、

わ

れ

わ�

れ

も

努

力

の

し

よ

う

が

な

い

。

路

網�

を

整

備

し

て

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

大�

き

な

林

業

機

械

を

導

入

す

れ

ば

、

木�

材

自

給

率

が

五

〇

％

以

上

に

な

る

な�

ど

到

底

考

え

ら

れ

な

い

。

ど

う

す

れ�

ば

木

材

自

給

率

が

五

〇

％

に

な

る

の�

か

真

剣

に

検

討

し

て

、

し

っ

か

り

と�

道

筋

を

明

示

し

て

も

ら

い

た

い

。�

�

　

森

林

組

合

の

基

本

的

ス

タ

ン

ス�

�

　

石

島

氏

は

つ

づ

い

て

、

検

討

事

項�

と

し

て

、

路

網

・

作

業

シ

ス

テ

ム

、�

日

本

型

フ

ォ

レ

ス

タ

ー

制

度

の

問

題�

点

を

指

摘

し

た

あ

と

、

森

林

組

合

改�

革

・

民

間

事

業

体

サ

ポ

ー

ト

に

つ

い�

て

作

業

部

会

な

ど

で

検

討

事

項

と

さ�

れ

て

い

る�

・

森

林

組

合

の

役

割

の

明

確

化�

・

員

外

利

用

の

厳

格

化�

・

経

営

内

容

の

透

明

性

の

確

保�

・

民

間

事

業

体

の

育

成�

の

四

点

を

解

説

し

て

か

ら

、

森

林

組�

合

の

基

本

的

な

ス

タ

ン

ス

を

紹

介

。�

石

島

氏

は

「

系

統

の

運

動

方

針

に

お�
い

て

は

、

合

併

の

推

進

、

地

域

の

状�

況

に

合

わ

せ

て

一

県

一

組

合

と

す

る

、�

を

基

本

理

念

と

し

、

地

域

に

お

け

る�

森

林

整

備

の

中

心

的

担

い

手

と

な

る�

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

」

と

述

べ

た

。�

ま

た

、

再

生

プ

ラ

ン

に

関

わ

る

一

部�

の

識

者

か

ら

出

さ

れ

た

意

見

に

は

、�

次

の

よ

う

に

反

論

し

た

。�

　

一

、

森

林

組

合

は

、

組

合

員

の

所�

有

す

る

森

林

の

整

備

に

専

念

す

べ

き�

で

あ

る

と

の

意

見

に

対

し

て

（

員

外�

利

用

制

限

に

つ

い

て

）�

・

森

林

組

合

は

、

国

有

林

、

公

有

林

、�

私

有

林

を

通

じ

る

地

域

の

森

林

整

備�

を

担

う

中

心

的

存

在

で

あ

る

。�

・

造

林

か

ら

保

育

、

間

伐

、

主

伐

、�

再

造

林

ま

で

の

一

連

の

施

業

を

実

施�

で

き

る

民

間

事

業

体

は

、

い

ま

だ

育�

っ

て

い

な

い

。�

・

施

業

集

約

化

や

安

定

供

給

は

国

有�

林

、

民

有

林

を

通

じ

た

地

域

の

森

林�

の

一

体

的

整

備

に

よ

っ

て

初

め

て

可�

能

と

な

る

。�

　

以

上

の

よ

う

な

理

由

か

ら

、

員

外�

利

用

を

ま

っ

た

く

認

め

な

い

と

す

る�

こ

と

に

対

し

て

は

系

統

と

し

て

断

固�

反

対

す

る

。

な

お

、

組

合

員

の

利

益�

に

反

す

る

員

外

利

用

に

つ

い

て

は

、�

一

定

の

制

限

が

あ

る

こ

と

は

当

然

で�

あ

る

。�

　

二

、

森

林

組

合

は

、

組

合

員

の

指�

導

、

助

言

等

に

特

化

す

べ

き

で

あ

っ�

て

、

作

業

班

は

持

つ

べ

き

で

は

な

い

、�

と

い

う

意

見

に

対

し

て

は

、�

・

森

林

組

合

が

作

業

班

を

持

つ

か

、�

持

た

な

い

か

は

そ

れ

ぞ

れ

の

森

林

組�

合

の

経

営

判

断

に

委

ね

ら

れ

る

性

格�

の

も

の

で

あ

り

、

政

府

が

一

律

に

規�

制

す

る

事

柄

で

は

な

い

。

経

営

権

の�

侵

害

と

も

言

え

る

。�

・

地

域

に

お

け

る

民

間

事

業

体

の

状�

況

や

作

業

班

員

の

意

向

も

十

分

考

慮�

す

べ

き

事

項

で

あ

る

。�

　

三

、

森

林

組

合

は

組

合

員

の

森

林�

整

備

な

ど

を

実

施

し

て

い

れ

ば

い

い�
の

で

あ

っ

て

、

加

工

・

流

通

な

ど

の�

分

野

の

事

業

を

す

べ

き

は

な

い

と

い�

う

意

見

に

対

し

て�

・

森

林

組

合

の

経

営

判

断

に

委

ね

ら�

れ

る

性

格

の

も

の

で

あ

り

、

政

府

が�

一

律

に

規

制

す

る

事

柄

で

は

な

い

。�

・

民

主

党

の

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

で

、

農�

林

漁

業

の

六

次

産

業

（

一

次

＋

二

次�

＋

三

次

＝

六

次

）

の

推

進

が

明

記

さ�

れ

て

お

り

、

政

府

与

党

の

マ

ニ

フ

ェ�

ス

ト

に

反

し

て

い

る

。�

　

石

島

氏

は

「

森

林

・

林

業

再

生

プ�

ラ

ン

の

具

体

的

な

政

策

が

今

後

検

討�

さ

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

が

、

森

林�

組

合

の

基

本

的

ス

タ

ン

ス

、

考

え

方�

を

あ

ら

ゆ

る

機

会

を

通

じ

て

主

張

し�

て

い

く

考

え

で

あ

る

」

と

強

調

す

る�

と

と

も

に

、

参

加

者

に

対

し

て

は

協�

力

を

呼

び

か

け

た

。�

（

以

上

、

記

事

よ

り

引

用

・

抜

粋

し�

ま

し

た

）�

��

　

各

森

林

組

合

、

県

森

林

組

合

、

全�

国

森

林

組

合

は

連

携

を

と

り

な

が

ら

、�

変

化

し

て

い

く

林

政

へ

の

発

信

を

行�

っ

て

い

き

ま

す

。

組

合

員

の

皆

様

の�

ご

協

力

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま�

す

。  



　

都

合

に

よ

り

休

止

し

て�

お

り

ま

し

た

、

「

林

業

相�

談

」

を

四

月

か

ら

再

開

い�

た

し

ま

す

。

三

浦

光

喜

氏�

を

相

談

員

に

迎

え

て

、

毎�

月

二

回

本

所

で

の

実

施

と�

な

り

ま

す

。

日

程

は

次

の�

と

お

り

で

す

の

で

、

相

談�

日

を

お

確

か

め

の

上

是

非�

ご

利

用

く

だ

さ

い

。�

本荘由利森林組合だより�

森

林

組

合

だ

よ

り

　

平

成

二

十

二

年

三

月

三

十

一

日

発

行

　

印

刷

・

3
由

利

印

刷�

10

（平成22年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

1　月　12　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

2　月　10　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65

径　級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（2, 567）�

9, 244

（2, 312）�

8, 325

（2, 523）�

9, 086

（3, 513）�

12, 647

（3, 253）�

11, 711

（3, 656）�

13, 162

（3, 395）�

12, 225

（3, 250）�

11, 701

（3, 633）�

13, 082

高　値� 安　値� 平均価格�

（2, 783）�

10, 021

（2, 500）�

9, 000

（2, 585）�

9, 309

出材量・販売量・販売率� 412C3

（1,515石）・284C3

（1,022石）・67％�571C3

（2,055石）・416C3

（1,497石）・72％�

概況　１月：少ない出品量であったが、24～34cmは好値。�

　　　２月：16～22cm、24～34cmは量産工場と山形県勢が確保に向けて好値の取引をした。製品材の荷動き、�

　　　　　　価格ともに低迷を続けている為に、原木価格の上昇は期待できないが、品不足感から引き合いは�

　　　　　　強まる気配。�

総務課よりお知らせ  ～各種届け出のお願い ～�

　各手続きともに、所定の用紙のご記入・提出をお願いしております。用紙は本所・各支所に準備してあり、�

受け付けもしております。ご希望の方には郵送します（記入後は各自の返送、提出をお願いしております）。�

１．賦課金の納入について�

　平成21年度分の賦課金について、未だ納入ない方がおります。�

　納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡下さい。�

２．相続届けの提出（相続開始90日以内）�

　最近相続があった方、未だ手続きをしていない方、相続加入の手続きをお願い致します。�

３．新規加入の申込�

　新しく組合員へなる方の届け出です。お近くに新規加入をご希望の方がおりましたら、是非ご紹介下さい。�

４．持分譲渡加入届け�

　譲渡人から持分と同時に組合員資格を引き継いで加入する場合の手続きです。�

５．持分譲渡届け�

　組合員同士で持分を譲渡する場合の手続きです。�

６．脱退の届出（年度末の60日前まで）�

　年度末60日前までに届け出をしないと、次の年度末で脱退の扱いとなります。�

　また、所有山林がなくなった場合は法定脱退となりますので、ご連絡下さい。�

７．氏名、名称、住所及び所有山林面積の変更届け等�

　組合からの郵送物が届かない、電話連絡がとれない方があります。引っ越し等で住所や連絡先に変更があ�

りましたら、お早めにご連絡下さい。各団体で名称や代表者名の変更がある場合、及び所有山林面積の変更�

がありましたら手続きをお願いします。また、組合からの郵送物に関して宛先人の氏名、住所の地名や地番�

に間違い等ありましたら訂正致しますのでお知らせ下さい。�

　何卒、速やかな事務処理の為に組合員の皆様からのご協力をお願い致します。�

�

平

成

二

十

二

年

度

�

林

業

相

談

の

再

開

�

４月�

５月�

６月�

９日（金）�

７日（金）�

４日（金）�

23日（金）�

21日（金）�

18日（金）�

７月以降は後日お知らせします。�


